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態語辞典』の中では約 2000語7、浅田・飛田（2002）の『現代擬音語擬態語用法辞典』の中では約 2200語
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 10冊の教科書に対して調査を行った結果、初級は 13語、中級は 61語、上級は 31語、延べ語数は合計
105語であった。また、各教科書に出現した上記の 105語の異なり語数は 73語である。その中で、頻度が
高いものから「ビックリ」「ユックリ」「サッパリ」「ソロソロ」「ペラペラ」「ガッカリ」「ニコニコ」
「ウッカリ」「ハッキリ」となる。これらのオノマトペは Aッ Bリ型と ABAB型に集中している。つまり、


















－ 395 － 
5.3.2.3 日本語能力試験 
 日本語能力試験のなか、出されるオノマトペの質問には、問題点がある。 
 例： ほかの人に聞こえないように、（ ）小さい声で話す。    
    A ぶつぶつ  
    B ぺちゃくちゃ 
    C ぺらぺら 
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       年      月 
2．これまでに教えていて難しいと思ったオノマトペを３つ挙げてください。（教えたことがなければ無記
入でお願いします） 
 ①      ②      ③      
3．次のオノマトペについて、それぞれにぴったり合う食べ物は何ですか？（複数記入可・食べ物のジャン
ルは問わず） 
 ① 「アッサリ」     「サッパリ」      
 ② 「パリパリ」     「サクサク」      
 ③ 「モッチリ」     「モチモチ」      
4．次の中国語の象声詞にあたる日本語のオノマトペは何だと思いますか？ 
 ①咣当 [ guāng dāng ]             
 ②嘎嘣 [ gā bēng ]                
 ③凉飕飕[ liáng sōu sōu ]         
5．自分の方言、および自分の方言で日本語のオノマトペにあたる言葉があったら教えてください。（複数
記入可・なければ方言の種類だけ記入してください） 
 方言の種類：      
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